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株価指数
為替：アルゼンチンペソの対ドルレートは、6月に入
り1ドル= 9ペソ台と最安値までの下落した。非合法
レートである"Blue Dollar"も1ドル= 13ペソ台に下落し
た。

株価：メルバル指数は、インフレヘッジなどの目的か
ら、4月末から5月初めにかけ、12,000台まで上昇し
た。その後、反落し月末には11,306となった。

アルゼンチン経済・金融概況

                                                  Main Economic & Financial Indicators  (Argentina)     Economic Research Office

　2015年1-3月期の実質GDP成長率は前年比+1.1%とな
り、2四半期連続のプラスとなった。
　需要項目別にみると、個人消費は前年比+0.8%と前期
（同▲0.8%）からプラスに転じたほか、政府消費は同
+8.0%と2012年第1四半期以来の高い伸びとなった。ま
た、投資は同+0.5%と前期（同▲8.5%）と比べ大幅に改善
した。一方、純輸出については、輸出は前年比▲1.4%、輸
入は同▲6.1%となり、GDP成長率への寄与度は前期の
+3.5%から+1.1%へと低下した。
　景気は足元持ち直しの兆しが見られる。消費者マインド
が持ち直しを受け、自動車販売も回復基調にある。一方、4

月以降鉱工業生産指数は前月比プラスに転ており、生産
活動も持ち直しつつある。
　今後は、今年10月の総選挙に向けて、政府が打ち出した
白物家電購入クーポンの発行や大幅な賃上げなどが消費
を下支えするとみられる。
　なお、2014年7月のデフォルト（債務不履行）以降、アル
ゼンチン政府と米国ファンド会社を中心とする債権団との
交渉に進展はみられておらず、引き続き懸念材料となって
いる。

物価： 政府発表の消費者物価指数（IPCNu）によれ
ば、5月のインフレ率は前月比+1.0%、前年比+15.3%

となった。一方、議会インフレ率（民間コンサルティ
ング会社8社の推計平均値）は前月比+2.0%、前年比
+28.7%と政府統計を大幅に上回った。

貿易収支： 5月の貿易収支は4億ドルの黒字に止まっ
た。輸出は前年比▲25.9%の53億ドル、輸入は同▲
15.7%の50億ドル。今後は、大豆などの農産物の輸出
が開始するということから黒字拡大が期待される。

経常収支： 1-3月期の経常収支は▲37億ドルと、季節
的な要因もあるが、前期（▲17億ドル）に比べ赤字幅
が拡大した。

外貨準備高： アルゼンチン政府は4月に国内向けのド
ル建債券を起債（14億ドル）、外貨準備高は4月末で
339億ドルとなった。5月末では333億ドルと減少した
が、少額であった。

0

20

40

60

80

100

2012 2013 2014 2015

貿易収支 輸出 輸入 

(億ドル) 

 

（資料）アルゼンチン国家統計センサス局（INDEC) 

4
5
6
7
8
9

2012 2013 2014 2015

(ペソ/ドル) 

（資料）Thomson Reuters Datastream 

-12

-8

-4

0

4

8

12

16

2012 2013 2014 2015

純輸出 在庫・誤差 

政府消費 投資 

個人消費 実質GDP 

（前年比、％） 

（資料）アルゼンチン国家統計センサス局（INDEC) 

0
2,000
4,000
6,000
8,000

10,000
12,000
14,000

2012 2013 2014 2015
（資料）Thomson Reuters Datastream 

250

300

350

400

450

500

550

2012 2013 2014 2015

(億ドル) 

 

（資料）アルゼンチン中央銀行 

0

1

2

3

4

2012 2013 2014 2015

従来のCPI（～2013年12

月,対象：首都圏） 

IPCNu（2014年1月～,対

象：全国） 

（前月比、％） 

（資料）アルゼンチン国家統計センサス局（INDEC) 

  （担当：佐久間 koji_sakuma@iima.or.jp） 

- 1 -



１．年次

2012年 2013年 2014年

実質GDP成長率 0.8% 2.9% 0.5%

鉱工業活動指数 （前年比） ▲1.2% ▲0.2% ▲2.5%

建設活動指数（前年比） ▲3.2% 4.6% ▲0.4%

自動車生産台数(千台） 764 791 617

自動車販売台数（千台） 830 964 614

失業率 7.2% 7.1% 7.3%

消費者物価上昇率(年末月・前年比) 10.8% 11.0% 23.9%

(年平均) 10.0% 10.6% -

輸　出(FOB)(億ﾄﾞﾙ) 802 817 719

(前年比) ▲4.5% 1.8% ▲11.9%

輸　入(CIF)(億ﾄﾞﾙ) 680 737 652

(前年比) ▲8.5% 8.3% ▲11.4%

貿易収支(億ﾄﾞﾙ) 122 80 67

対外準備(億ﾄﾞﾙ)（年末） 433 306 314

ベースマネー(億ﾍﾟｿ）（年末） 3,074 3,772 4,626

対民間非金融部門貸出量(億ﾍﾟｿ)(年末月） 3,875 5,085 6,167

(前年比) 31.3% 31.2% 21.3%

経常収支(億ﾄﾞﾙ) ▲ 12 ▲ 47 ▲ 51

株価指数（メルバル指数）（年末） 2,854 5,391 8,579

対米ドル為替相場（年末） 4.9160 6.5180 8.4645

２．月次                                                                                                                                         

14/10月 11月 12月 15/1月 2月 3月 4月 5月 6月

実質GDP成長率（前年比） └── 0.5% ──┘ └── 1.1% ──┘ └── - ──┘

鉱工業活動指数(前年比) ▲1.8% ▲2.1% ▲2.4% ▲2.1% ▲2.2% ▲1.6% ▲1.5% ▲0.9% -

(季節調整済、前月比) 0.3% ▲1.1% ▲0.9% 1.2% ▲0.3% ▲0.5% 0.4% 0.3% -

建設活動指数(前年比) 4.9% 0.1% 0.3% 0.1% 7.9% 8.1% 10.6% - -

自動車生産台数（千台） 61 55 41 26 46 52 47 46 -

自動車販売台数（千台） 48 41 53 34 44 53 46 53 -

失業率 └── 6.9% ──┘ └── 7.1% ──┘ └── - ──┘

消費者物価上昇率(前月比) 1.2% 1.1% 1.0% 1.1% 0.9% 1.3% 1.1% 1.0% -

輸　出(FOB)（億ﾄﾞﾙ） 60 53 46 43 41 50 52 53 -

(前年比) ▲16.5% ▲20.1% ▲13.2% ▲17.9% ▲24.6% ▲4.1% ▲19.2% ▲25.9% -

輸　入(CIF)（億ﾄﾞﾙ） 55 48 45 42 40 50 50 50 -

(前年比) ▲15.7% ▲19.4% ▲13.0% ▲19.2% ▲24.4% ▲3.7% ▲12.0% ▲15.7% -

貿易収支(億ﾄﾞﾙ) 4 5 1 1 1 0 3 4 -

対外準備(億ﾄﾞﾙ) 281 289 314 315 315 315 339 333 -

ベースマネー(億ﾍﾟｿ） 4,074 4,091 4,626 4,480 4,464 4,404 4,691 4,621 -

対民間非金融部門貸出量(億ﾍﾟｿ) 5,837 5,961 6,167 6,206 6,323 6,485 6,580 - -

経常収支(億ﾄﾞﾙ) └── ▲ 17 ──┘ └── ▲ 37 ──┘ └── - ──┘

株価指数（メルバル指数）（月末） 11,019 9,809 8,579 8,490 9,602 10,837 12,050 10,801 11,306

対米ドル為替相場（月末） 8.5038 8.5280 8.4645 8.6330 8.7263 8.8190 8.9051 8.9883 9.0826

(資料)アルゼンチン中銀、国家統計センサス局（INDEC）、経済省、Thomson Reuters Datastream

  当資料は情報提供のみを目的として作成されたものであり、金融商品の売買や投資など何らかの行動を勧誘するものではありません。ご利用に関し
ては、すべてお客様御自身でご判断下さいますよう、宜しくお願い申し上げます。当資料は信頼できると思われる情報に基づいて作成されています
が、当室はその正確性を保証するものではありません。内容は予告なしに変更することがありますので、予めご了承下さい。また、当資料は著作物で
あり、著作権法により保護されております。全文または一部を転載する場合は出所を明記してください。

アルゼンチン経済・金融概況

- 2 -


